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欧州におけるASF対策の事例 （探索・回収）

Prof. Alvydas Malakauskas, Lithuanian University

Dr. Paulius Bušauskas, Lithuanian State Food and Veterinary Service

Dr. Paulius Bušauskas, Lithuanian State Food and Veterinary Service

森林（林縁および湖沼を含む）での
イノシシ死体の探索

湖沼でのイノシシ死体の回収
（ボートを使用した探索と回収）

森林でのイノシシ死体の回収と搬出
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イノシシの生息環境の違い

欧州の特徴

・森林率が20％程度
・丘陵地域が多い

・森林整備が進んでおり森林構造、
森林構成がやや単調

日本の特徴

・森林率が約68％
・高標高地域も地域多く地形が複雑
（傾斜地も多い）

・欧州にはないササやタケなども含
めて森林構造が複雑

地形、気候、植生、土地利用、そして森林率などが異なる
海外事例の収集や海外との連携、特に条件の似た国や地域との連携が重要
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捕獲個体の最終的な処理方法のフロー図

ジビエ利用が拡大したものの山林での埋設が多い状況
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■現状
・捕獲個体の65%が埋設処分されている
・食肉等有効活用される個体は約15%
（実質5%程度が有効活用部分）

・資源化されていない部分が95%程度
（個体数ベースでは85%）
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イノシシの死体の適正処理における課題

妥当かつ現実的な適正処理方法の確立が必要

（佐賀新聞 2017.11.25）

捕獲個体の処分の不適切事例
捕獲個体による野生鳥獣の誘引

（イノシシ等による死体の掘起しと死体との接触
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農林水産省令和５年度安全な農畜水産物安定供給のための包括的レギュラトリーサイエンス研究推進委託事業
のうち短期課題解決型研究「野生イノシシにおけるアフリカ豚熱防疫措置の具体化に関する緊急実証研究」で
実施中

ASF対策の具体化について （研究の構成）

現在、自治体や猟友会等の協力のもと実施中
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包埋用シート、消毒剤の影響

探索行動にも差異が生じている可能性あり
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生分解性シートの加水分解の進行状況

生分解性シートの加水分解による変性の評価方法

① 引張伸びの低下＝シートが硬くなり崩壊しやすくなる
 ② 引裂強度（エルメンドルフ引裂法）の低下＝シートが裂けやすい状態

対照 埋設2か月 埋設6か月-1       埋設6か月-2 対照 埋設2か月 埋設6か月-1       埋設6か月-2

左図：生分解性シートの埋設による引張伸びの変化 右図：生分解性シートの埋設による引裂強度の変化

■ 引張伸び、引裂強度ともに経時で低下がみられた
⇒外観の変化は小さいが、時間経過に伴い加水分解は進んでいる

■ 環境により（同じ地域であっても）引張伸びで差がみられた
⇒気温、降雨量、土壌性質、日光照射量等の外部要因により生分解進行に差が
生じる可能性がある （アキレス株式会社 担当分）
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具体的な死体処理方法の検証

埋置場所の整地等準備 シートによる包埋
・体液漏れを防ぐために
下側からシートを折り
たたむ

死体安置と消毒
・斜面上から下方におろ
すように配置

・口や排泄口などは特に
消毒

生分解性シートの準備
・位置決め
・縛るための紐等の準備

死体の埋土作業等
・掘起し防止措置
・死体の持ち出され措置

包埋した死体と周辺の
消毒

シートに包埋した死体を
縛る
・頸部と後脚前の腹部等
だとズレにくい

シートによる包埋
・次の体液漏れ防止の
ため、側面を折り
たたむ

作業効率等を分析しながら、埋置した死体を観察中
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包埋用シート、消毒剤の影響調査

捕獲個体Ｂ

捕獲個体Ａ

捕獲個体Ｃ

斜面の上方（写真右）から下方に向かって、捕獲個体A→捕獲個体B→捕獲個体C

捕獲個体名 体長 体重 性別 週齢 シート内側 シート外側

捕獲個体Ａ 51.1cm 7.0kg オス 15週 粉末 250倍

捕獲個体Ｂ 52.1cm 8.6kg メス 22-25週 250倍 250倍

捕獲個体Ｃ 56.3cm 9.1kg メス 22-25週 粉末 粉末

現在までに3県に実証地を設けて、計13個体を埋設
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※ 途中経過のため、事例の一つであることに留意

8か月後以前の確認 12か月後以降の確認

死体への接近種 イノシシ、アナグマ、タヌキ イノシシ、タヌキ、アライグマ、
アナグマ、カラス類

死体への腐肉食
―

タヌキ、イノシシ、アライグマ
（10か月目に発生）

【確認できた事象の一部】

・塩素系消毒剤と生分解性
シートにより、外部への
臭気がほとんどしていな
かった
⇒少し匂いを感じた後
（139日後以降）に
最初はタヌキが腐肉食

※最初期の発見と学習の可能性

・骨などの分散が起こる

死体へのイノシシの反応事例 （198日目）

適正処理を行っていない場合にはリスクが高くなる
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イノシシ死体へのタヌキの接触（要適正処理）
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イノシシ死体の適正処理の事例

比較のため埋置処理をしていない（写真手前の個体）ことに注意
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金網の端っこ部分は補強を
兼ねて2重折り以上する方が
良い

全体に覆土する方が良い
（できない場合は端っこ
だけでも覆土する）

木などを入れて金網と包埋し
た死体の間になるべく隙間を
つくる方が良い

できれば包埋した死体の上に、
さらに生分解性シートをかけ
る（その場合は、金網からは
み出さないようにする）

包埋した死体は近くの
立木などで固定する

なるべく間隔を詰めて
アンカーを打つ

金網の接合部分は結束
バンド等で補強する

最後に全体を覆土する
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R6年度までに得られた知見

■ 消毒剤および生分解性シートによる臭気の発生や
分散の抑制を確認

⇒・腐敗臭の発生と分散を抑制することでタヌキやイノシシ等による掘起し
が抑制されている可能性が示唆された

・生分解性シートを用いた包埋方法を構築し、簡易な包埋手順を作成

■ イノシシ死体へのタヌキの接触と腐肉食、イノシシ
による接触と掘起し等を確認

⇒イノシシ死体埋置時のリスクと実際の事例の把握

■ 電気柵や亀甲金網などによる適正処理の補強方法を
実証し、効果を確認

⇒ただし、タヌキやイノシシ、カラス類などが接触する事例を確認

■ 発酵消毒時のイノシシ死体の変化を確認
⇒最長でも4か月程度＊で分解が進行、一部の骨が残存するが臭気は消失

（生分解性シートの耐久も十分）
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R7年度の実施状況

■ 死体埋置についての継続的（中期的）なモニタリングを実施
・消毒剤および生分解性シートの変化
・埋置した死体の変化
・出没する動物種およびその行動の分析

■ 特に生分解性シートなどの生分解性素材に代替した資材を
用いた死体の適正処理の強化手法の検証を実施

（備考）
・２つの県に設けた実証地が
豚熱陽性個体確認地点から
10㎞圏内に入った
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イノシシ死体へのイノシシの反応

8月7日現在でも同様の行動（他個体）を示している
R7.3.13に埋置を開始
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死体の適正処理のフロー （案）

イノシシ死体の発見

イノシシの死体を積極的に探索して発見した場合

回収班が対応

消毒等の十分な防疫措置を
行いながら搬出し、搬出後
は焼却等処分を実施 原則

回収班が対応するも搬出不可能な場合のみ、
消毒を行いながら適正処理に移る

国の方針に基づき、シート等で包埋

＋

①電気柵による防御

＋

②亀甲金網による防御

・電源や電圧の管理
⇒ソーラーパネル
通電性草抑えシート
電圧低下通知システム

＋
中型哺乳類対策や鳥類対策が必要

・掘起し防止対策の強化
＋

・生分解性素材導入の検討
（金網、ペグ、結束バンド等）

ただし、搬出することが原則であることに留意

ほんの少し
改善の余地あり

③生分解性カバーによる防御
応用可能
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